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しなければならないため、仕方なく歪のある圧縮を行い

皆様の元へ届けられていました。これから始まる4K/8K放

送では、映像で使われる情報量が大きくなるため、それに

伴い、音声に割り当てられる情報量も大きくなることが期

待されます。音声を伝送するための符号化方式の一つとし

て、日本の放送規格であるARIB STD-B32では音響ロスレ

ス符号化のMPEG-4 ALSが使えるようになりました。ALSに

より放送局のスタジオで制作された音声をそのまま家庭

まで届けることができるようになります。電波で届く放送に

先駆けてIPTVでの放送コンテンツ伝送においても、ALSが

使われる可能性が高まっています。

　ALSは圧縮しても元に戻る国際標準技術で [3]、NTTも

標準化に貢献してきました [4]。圧縮率は入力信号に依存

しますが、おおよそ30%～70%の大きさのビットレートへ

圧縮することができます。NTTでは標準策定後も周辺分野

の標準化に取り組み、より使いやすいツールに限定した

MPEG-4 ALS Simple Profile規格、日本の放送規格である

ARIB STD-B32、ディジタルアンプへの接続規格であるIEC 

61937-10の標準化やそれらの改訂作業を進めてきまし

た。今後、ALSが普及することにより、皆様が意識せずとも

放送の音質が向上することが期待できます。

携帯電話向け音声音響符号化EVS

　移動通信システムの国際標準規格を策定する3GPP 

(The 3rd Generation Partnership Project) では将来の

携帯電話やVoLTE (Voice over Long-Term Evolution) 

向け音声音響統合符号化方式として、Enhanced Voice 

Services (EVS) を新たに策定しました [1]。EVSコーデック

は音声向けの時間領域の符号化方式と音楽向けの周波数

領域の符号化を組み合わせたものであり、これまで実現で

きなかった、背景雑音や背景音楽を含む音声信号や音楽

信号そのものを高音質のまま低遅延で伝送することが可

能となっています [2]。

　EVSコーデックは8 kHz (Narrow-band; NB), 16 kHz 

(Wide-band; WB), 32 kHz (Super-WB; SWB), 48 kHz 

(Full-band; FB)というように幅広いサンプリングレートを

サポートし、1フレーム20 msごとに伝送し、アルゴリズム

遅延32 msという通話可能な遅延で処理を行います。ま

た、VoLTE向けということもあり、ビット列の誤り耐性では

なくパケット消失を隠蔽する方策がとられ、パケットベー

スの伝送に適した方式となっています。さらに、対応する

ビットレートもNBは5.9 kbpsから24.4 kbps、WBは5.9 

kbpsから128 kbps、SWBは9.6 kbpsから128 kbps、FBは

16.4 kbpsから128 kbpsというように幅広く対応し、任意

の音声帯域・任意のビットレートにフレームごとに切り替

えることができます。そして、現在普及しつつあるAMR-WB 

(Adaptive Multi-Rate WB)との互換性も具備するため、

シームレスなコーデックの置き換えが可能です。

　各社の提案する技術を正当に評価するために、標準化

の過程において、様々な条件・音源・言語での大規模な主

観品質評価実験が第三者機関によって行われ、実験結果

が評価レポートに示されており、従来の音声符号化方式・

音響符号化方式よりも高性能であることが確認されていま

す。技術を提案した12社が協力し、統一方式を改善するこ

とにより、従来の符号化方式よりも高性能のEVSを策定す

ることに貢献しました。

ハイレゾ放送向け音響ロスレス符号化ALS

　放送の音声は、放送局内では48 kHz, 24 bitのいわゆる

ハイレゾ品質で制作されています。ところが、放送を家庭

まで届けるために使われる電波は有限な資源であり節約
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図1：電話帯域の高音質化

図2：放送音声の高音質化
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How to transmit high-quality sound via network
Reseach and deployment of speech codec EVS for VoLTE and lossless audio codec ALS for broadcasting

きれいな音で伝えます。携帯電話も放送も。
携帯電話向け音声音響符号化ＥＶＳとハイレゾ放送向け音響ロスレス符号化ＡＬＳ
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図１：電話帯域の高音質化
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図２：放送音声の高音質化


